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■定 例 会■
　日　時／毎月第1水曜日 19：00～21：00
　場　所／総合福祉会館2階団体室

調布まちづくりの会

●新ＵＲＬ  http://www.annie.ne.jp/̃machikai/

仙川駅

今回の改訂に伴いまちづくりの会メールアドレスも変更しました。

●新メールアドレス　machikai@annie.ne.jp

　調布まちづくりの会の新しいホームペ
ージが昨年1０月１０日から公開されてい
ます。是非一度ご覧になってみて下さい。
今までのホームページは電気通信大学福
田研究室との共同運営でしたが、この度
のリニューアルを機に福田研から巣立ち、
当会独自の運営となりました。
　今までとの大きな違いは、各部会の簡
単な説明とスケジュールをトップページ
（表紙）に持って来たこと。トップペー
ジを見れば調布まちづくりの会の活動の
おおよそがわかるようにしました。スケ
ジュール欄もこまめな更新を心がけ、い
つでも最新情報をご案内しています。
　また、まちづくりの会以外の団体の催
しも掲載していますので、情報をお持ち
の方は是非お知らせ下さい。
　リニューアル後のアクセス数は１日１５
程あり、約２ヶ月半の間に延べ１０００人
以上の方にご覧頂きました。会員以外の
方からホームページを見て連絡を頂くケ
ースも増えており、インターネットとい
うコミュニケーション手段の重要性を改
めて認識させられています。
　直に顔を合わせて話をするという生の
コミュニケーションも重要ですが、そういった時間や関
係を持ちにくい人をも、まちづくり活動に巻き込んでい
くために、ホームページや電子メールといったコミュニ

ケーション手段も、充実させていきたいと考えています。
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【駅階段昇降機】

１．海外の先進的事例では、階段昇降機は利用

　者本人がいつでも自由に自分で利用できるよ

　うになっている。日本では未だそのような事

　例はない。

２．数年前に設置された車いす用階段昇降機は、

　当時具体的には決まっていませんでしたが、

　京王線連続立体交差事業までの車いす利用者

　の暫定対処のものです。自由に利用できない、

　遅い、故障など、エレベーター設置の必要性

　を実感している。

【駅ホーム】

１．階段を上りきってホームに出て、売店を利

　用する場合、階段脇手すりと線路際までのホ

　ーム幅が1.5メートル程度。視覚障害のある人

　や車椅子の利用者にとって狭い。心理的にも

　怖さを感じる。

２．ラッシュシュ時のことを考えると現況のホ

　ームの幅では一般利用にとっても狭いように

　思う。黄色い線から線路側へ、わずかに傾斜

　のあるところもあり怖い。

【駅ホーム売店】

１．売店の売り場の方は、聴覚障害の方には筆

　記により対応、車椅子利用者には、売店ブー

　スから出て利用者の傍まで近づいて対応して

　いるとのこと。

２．調布駅ホームの売店の形態は旧来のもので、

　ユニバーサルな形態の売店もある。

【駅構内トイレ】

１． ホームページの構内案内図では、一応、車

　椅子対応のトイレとして設定されているが、

　アクセスや利用度の点からも現況は必ずしも

　使いやすい状況ではない。

【北口改札券売機】

１．車いす利用者が券売機を利用する場合、券

　売機カウンター下に膝下が深く入りきらない

　ので、手が券売機の操作部に届かない。駅舎

　建物の現況条件などから現在は改良できない

　でいる。

　当日はボーナス後の晴れの土曜日からか、ま

た南口ではフリーマーケットもあり、南口・北口・

駅構内と、どこも人混みでした。もう少し、南

口でいえば、噴水や広場の舗装、道路との段差、

ごみ箱など、北口は歩道や道路との段差など、

そして大型店舗までのアプローチなどを見て廻

る予定でした。

みなさんと“フォトウォッチング”しながら現

状と問題点も話しました。新しい駅に向け、京

王電鉄の方と細かな点でお話ができる場をもて

る約束もでき、また駅が地下になるまでの暫定

処置として駅の様子も関心事です。　　　　

　　　　　　　　　　　　（報告：新井昭子）

まちのバリアフリー部会
ホームページ

http://www.annie.ne.jp/
　　 m̃achikai/machino/
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まちのバリアフリー部会　第１回ワークショップ
02.12/14（土）

「まちのバリアフリーフォトウォッチング」を終えて
今回のワークショップは“フォトウォッチング”

のタイトル通り、調布駅と駅周辺の写真を撮り

ながら現状がどうかを見ておこう！　というも

のでした。今年２月に京王線連続立体交差事業が、

地下方式で都市計画決定され、事業認可、着工

へと進む重要な時期を迎えているということへの、

まちのバリアフリー部会の最初の取り組みとい

えます。

　当日の進行は、調布駅南口広場集合でそのま

ま【南口広場ウォッチング：公衆トイレ、児童

公園、バスターミナル、樹木など】→【駅構内：

南口階段及び車いす階段昇降機で改札へ】→【階

段及び車いす階段昇降機で下りホームへ：幅寸法・

点字ブロック・喫煙コーナー・売店など】→【階

段及び階段昇降機で北口へ：公衆トイレ・改札口・

券売機など】→北口解散でした。

　当日は外でのワークショップの何よりの応援団、

お天気に恵まれた中、参加者は７名で行われま

した。京王帝都(株)運輸部旅客課から１名、京

王帝都調布駅から５名の立会いがありました。

【南口公衆トイレ（身障者用トイレをウォッチ）】

１． 車いす利用者にとって内鍵の位置が高い（立

　っている人の使用位置）。また、手や指の力

　が弱い人にとって、その内鍵の操作は困難。

　手のひらでも操作できる棒状のようなものの

　方がよい。

２． トイレ内で寝泊りしている人がいることが

あ る 。 セ

キ ュ リ テ

ィ の 問 題

点 を 検 討

す る こ と

が 必 要 。

た だ し 、

使 用 時 に

鍵 を 開 け

て も ら わ

なければならないような、普段は鍵がかかって

いる状態では困る。

３.　手洗い場の鏡は、車いすの人が見やすいよ

　うにという配慮から、壁から傾斜して付いて

　いるのですが、洋式トイレしか利用できない

　人など立っている人にとっては見にくい鏡です。

　傾斜していると車いす利用者にも見にくいく

　らいなので、車いすでも立っていても見るこ

　とのできる鏡にしてほしい。

４． 手洗い場の蛇口は、自動で水がでるものと

　ON・OFFで自分で調節できる両方の機能が

　ついたものがよい。

５． 身障者用トイレから「誰でもトイレ」へ。

　ユニバーサルデザインのもと、鍵や手洗い場

　に限らず、手すり・ペーパー・流しレバー・

　緊急時ブザーなどの位置やデザインなどにも

　検討が必要。

【南口ターミナル】

１． 低床ミニバスの停車位置と歩道の寄り付き

　部は概ねよい。

２． 点字ブロックの凹凸が車いす利用者には不

　快な形状であり材料である。視覚障害者にも

　あらゆる人にも相応するユニバーサルデザイ

　ンの点字ブロックがないか。

３． 歩道の点字ブロックや樹木などの位置に検

　討する必要を感じた。

４． 地下化に伴い、現在の南口広場の樹木はど

　うなるか。今の状況と同じにはならない。工

　事の都合上、植え替えとなる。

ワークショップで出た意見



調布まちづくりの会ニュースレター  No.10調布まちづくりの会ニュースレター  No.10 〈5〉〈4〉

地域通貨懇談会
準 備 会

�「お金」中心の社会を変えよう！
�投機のお金が一国の経済をいとも簡単に破壊
する現実を目の当たりにして、なにかおかしい
とみなさん感じたはずです。不況が長引き、中
年男性の自殺者が増えているといいます。たく
さんの「お金」を手にし、物が豊かになったの
に心が豊かにならない。幸せが感じられない人
が大勢います。「お金」は人を幸せにしてくれる
ものではなかったのでしょうか。あまりにも、「お
金」に依存し、支配されている今の社会を疑っ
てかかることが必要ではないでしょうか。ミヒ
ャエル・エンデは「エンデの遺言」でそう問い
かけています。
　調布で「地域通貨」がはじまる！？
　調布まちづくりの会では、2000年12月に経
済評論家の森野栄一氏を調布に招き、「地域通貨」
の学習会を開催しました。その学習会をきっか
けに会員を中心に調布でおそらく最初の通帳式
地域通貨「ちょー」がスタートしましたが、リ
ーダー役が職場の異動により調布を離れたこと
もあり、事実上活動が止まっていました。
　調布で「地域通貨」を再スタートしよう！
　調布まちづくりの会にあらたに地域通貨部会
を発足させ、2002年６月２１日（金）、調布の「地
域通貨」を考える「調布地域通貨懇談会（仮称）」
を立ち上げるための第１回準備会を開催、その後、
月に１回のペースでいろ
いろなところに呼びかけ
をしながら準備会を重ね
ています。この間、現在
の地域通貨ブームの火付
け役となり、「お金」と
いうものを見直すきっか
けとなったＮＨＫ放送の
「エンデの遺言」を見る
勉強会、その後の地域通
貨ブームの状況や、銀行
などを取り上げた「続エ
ンデの遺言」を見る勉強
会も行いました。さらに、

各地で実践されている地域通貨を分担して調査し、
より理解を深める作業を続けています。
　みんなで考えよう、調布の「地域通貨」
　準備会では、「地域通貨」をより多くの人に
使ってもらえるように、できるだけ多くの分野（福
祉関係、環境関係、商業関係、教育関係、農業
関係などあらゆるもの）の方のご意見を聞いたり、
参加して頂いたりしたいと考えております。「お
金」はあらゆる分野のいろいろな場面で使われ
ていますが、それぞれの分野で、「お金」では
解決できないことや、「お金」で解決すること
事態に問題があったりします。ここでは詳しく
書きませんが、「お金」はつめたいと言われる
ことがあります。心を込めてお礼がしたいとき、
「お金」でその意を表すのは失礼にあたると考
える人もいます。�「お金」でつながっている人
は、「お金」がなくなると離れていってしまい
ます。
�　一方、「お金」で換算できないために、人に
頼めないことがたくさんあります。
　介護保険などでも家事労働などで困っている
方はたくさんいます。
　環境をよくする活動をしても、「お金」で評
価することになじみません。農作物は相対的に
価格が下がっているため、兼業でなければ食べ
ていけない農家がほとんどです。皆さんのまわ

りで問題になっていることのほとんどに「お金」
がからんでいませんか。
　「地域通貨縁」であたらしいコミュニティを創ろう
　もう一つのお金「地域通貨」はそれをつかう
私たちが、お互いの信頼やおもいやりの中から
生み出すものです。つめたい「お金」に対して、    
地域通貨は「あたたかいお金」と言われたりし
ています。都市においては、地縁による地域の
コミュニティはないに等しい状態ですが、地域
通貨を使おうとする人たちが新たに互いの信頼
関係を築くことで、新しい「地域通貨縁」によ
るコミュニティを創り上げることが出来ると私

たちは信じています。そのような「あたたかい
お金」をみんなで創ろうと思っています。
　2003年6月スタートに向けて
　今後も、さらに話し合いを積み重ね、いくつ
かの実験も行って、２００３年６月にはスター
トしたいと考えています。私たちは、この「こ
ころみ」が、あたらしいコミュニティを生み、
あたらしい未来、あかるい未来につながること
を確信しています。
　みなさんの積極的な参加をお待ちしています。
　メーリングリストも開設中です。（※）

�次回の調布地域通貨懇談会（仮称）準備会１月定例会
�日時：2003年1月18日　19時から21時

�場所：調布市総合福祉センター２階　ボランティア活動室
�※関心のある方、一緒に活動していただける方、初めての参加大歓迎！

おすすめ参考文献（＊は是非お読みください）
＊岩波ブックレット「地域通貨を知ろう」　
　西部　忠著　岩波書店　４８０円

●なるほど地域通貨ナビ　
　丸山真人, 森野 栄一共著　北斗出版　１８００円

●だれでもわかる地域通貨入門　
　森野 栄一監修　北斗出版　１６００円

●ボクらの街のボクらのお金　
　あべ　よしひろ著　さんが出版　８３８円

●パン屋のお金とカジノのお金はどう違う？　
　廣田裕之著　オ－エス出版社　１５００円

＊エンデの遺言　
　河邑厚徳著ほか　日本放送出版協会　１５００円

●エンデの警鐘「地域通貨の希望と銀行の未来」　
　坂本 龍一 , 河邑 厚徳編著　

　日本放送出版協会　　１６００円

●マネーの正体―地域通貨は冒険する　
　デイヴィッド・ボイル著 松藤 留美子訳　

　集英社　２５００円

※メーリングリスト申し込み先：
　ＴＥＬ ０４２４－８７－４３８５/

　　　　　０８０－５０１２－５３２７（尾辻義和）

・問い合わせ：kp5y-otj@asahi-net.or.jp（尾辻）
　　　　　　　 mail.owaki@nifty.com（大脇）



月例の定例茶話会

2002年度「調布市地域福祉活動支援事業」の助
成金(66万円)が決定しました。これは情報バリア
フリー部会が今年度事業で申請したものです。
この助成金は、先のホームページ作成入門講座
や１月から３月間に予定している障碍者のための
ＩＴサポーター養成講習会プログラム実施、日常
的なメールによるサポートや訪問サポート活動緒
経費、サポート・講習会等で使用するノートパソ
コンならびに障碍者のための音声リーダーやらく
らくマウスなどの周辺機器一式の購入費用、まち
会事務所・インターネット費用分担金などに充て
られます。

サポートを受けている障碍のある市民も、サ
ポーターも、メーリングリストに参加していない
方も自由に参加し情報交換しているオフライン
ミーティングです。毎月1回第４日曜、総合福祉
センター２階ボランティア活動室で行なわれてい
る「日曜喫茶夢喰馬喰」の喫茶活動の場を利用し
て、美味しいコーヒーなどやクッキーを注文し、
パソコン談義・相談、その他さまざまな話題でお
しゃべりしています。
　　1月は２６日 （ 日曜）午後１時３０分～４時

障碍者のためのITサポーター入門講座

活動に参加していただく市民サポーター（パソコ
ンボランティア）を養成するための入門講座を実施
します。１月-３月期の予定です。詳細が決まり次
第、まち会HPの部会のページで広報しますので、ご
覧ください。あなたの参加をお待ちしています。

部会の情報はまち会のHPに　http://www.annie.ne.jp/~machikai/jouhou/johotop.htm

昨年までCommunication Portとして活動して
いたグループと合流して４月から新たにスター
トした活動です。社会の情報化が急速に進展す
る中、障碍のある人たちなどがデジタル・ディ
バイドによる情報格差で疎外されることの無い、
情報バリアフリー・アクセシブルな地域社会づ
くりを目指して活動しています。前身にて、パ
ソコン音声リーダーで読める「電子テキスト版
調布市報」をメール配信する全国自治体初と
なった1年半の実証実験をボランティアで成功
させ、４月から調布市広報担当に移管しました。
そうした活動を継承しながら、障碍者ＩＴサ
ポートだけではなく、私たちのまちのさらなる
情報バリアフリー、情報のユニバーサルデザイ
ンをすすめていく提言活動や実証実験にも取り
組んでいきます。

11月 18日から12月 4日まで、障碍のある
方々自らが情報発信の主体者を目指していただ
くための、アクセシブルなホームページ作成入
門講座を行ないました。初めてでしたがみなさ
ん熱心に課題をこなされました。今後もフォ
ローアップ研修やメールでの添削などを継続実
施していきます。なお、本人了解の取れた修了

者の作品
の一部は
部会のHP
で発表予
定です。

音声リーダーを頼りにHTMLタグを
打ち込む視覚障碍のある受講者の
みなさん

今年度NHK障害福祉賞を受賞し、12月教育テ
レビで紹介された「CityLights」副代表Tさ
ん(写真中央)も見学で参加

障碍者のためのパソコン応用講座
̃ 「利用しやすいホームページ作成」

サポートを受けたい障碍のある方、 サポート活動に参加を

希望される方　随時受付中!!

問合せ　mail.owaki@nifty.com　大脇まで

調布市地域福祉活動支援事業

～助成金(66万円)決定～



 調布市からの委託事業で調布市景観ガイドライン
策定意向調査（略称：景観アンケート）を行いまし
た。アンケートは以下の冒頭文ではじまります。
「調布市では，都市計画マスタープランに掲げられ
ている「周辺と調和のとれた都市景観の形成」に向
け、景観ガイドラインのありようを検討しておりま
す。つきましては、調布市の景観（風景・景色，街
並み）に対する以下のアンケートにご協力をお願い
します。
　アンケート期間は11月１日（金）から１２月１日（日）
までです。」
 現在アンケートは、集計・分析中です。市が公表
した後、当ＮＰＯからも情報を発信いたします。ま
た、Ｗｅｂ上では、ＢＢＳといわれる書き込みので
きる掲示板のようなものを設置して、意見を聴取・
展開などをしております。こちらは、現在も参加で
きます。
●景観からのまちづくりＢＢＳ・・・・・
ht tp: //cgi . anni e. ne. j p/̃machi kai /chousa/kei kan_bbs/j oyf u
l . cgi

■上記ＢＢＳより、ご意見を紹介いたします。
・まちづくりの主体はそこに居住し生活する住民自
身であること、そして、豊かな生活環境を享受する
ことは憲法１３条、２５条に由来する国民の基本的
な権利であることを確認する必要があると考える。
（引用情報）
・私もまちづくりの主体はそこに居住し生活する住
民自身だと思います。だから，住民自身が享受した
い生活環境を話し合って，まちづくりに活かして行
くべきではないでしょうか・・・？
・行政が作成したお仕着せの計画でなく，国民の基
本的な権利を守るため，住民自身がまちづくりをし
ていく責務を負うべきではないでしょうか・・・？
・○○さんもおっしゃるように、主体は住民自身だ
と私も思います。しかし、お仕着せの計画ではない、
主体的な作り方は願うところですが、なんとなく律
することで、漠然と損するような気がする。（特に、
高い建物はいけない、なんて律したら、将来、調布
から別の場所に移住するとき、高く売れなくなるん
じゃないか？）下世話な話で、かみ合っていないか
もしれませんが・・・律する＝不自由　と考えては
いけないとは、頭ではわかりますが、こころでは、
不自由を予測します。
・一日のほとんどを違う場所で過ごしている勤め人
の私にとって、気になるのはやはり職場のまわりの
景観やたまに訪れる旅先の景色。
 調布市の景観を考える、ってことはまずここは私
の町or街という気持ちを持つと言うことだよね。

 こういう事を考え始めると子供の頃の調布の景色
が思い浮かんでくるのは、あのころは24時間365日
ここで過ごしていたから。遠くへ働きにいたり、遠
くへ買い物に行かなくて住む社会が作れると、みん
なの目は調布に向いてくると思うけど、難しいな。
・私は市内の若葉小の出身です。若葉小の東には国
分寺崖線があって，その中を通る通称「若葉の坂」
と呼ばれる坂道があります。先日久し振りにそこを
通ると，地主さんのご好意によりその崖線が市に寄
付されたと書かれてました。私にとっての思い出の
坂道が守られ，ここを通学のために通っいる子ども
たちと同じ思い出を持てるのかと思うと，とても嬉
しく感じました。
子どもの頃の景色は，心の原風景となって記憶に残
るのではないでしょうか。ふるさとと呼べる場所を
たくさん残したいです。
・景観や街並みを良くするためには、まず、そうい
ったことに関心を持ってもらうことが必要だと思い
ます。色々な移動速度にそれぞれの景観というのは
あるとは思いますが、やはり周囲を眺めながらの移
動ということでは歩く速度が一番だと思います。
 散歩好きな人が増えれば景観や街並みは良くなる
というのはいささか強引ではありますが、全く的は
ずれでもないでしょう。
 そこで提案ですが、地図の類を増やしてもらえた
らと思います。きちんとデザインされた地図を辻々
に設置するのです。そのために柱を立てたりしては
費用がかかりますので住宅の塀などにお願いして付
けさせてもらうのです。また、広告を入れて製作費
を捻出しても良いと思います。調布を散歩していて
楽しいまちにしましょう。
・建築家がしっかりしていれば景観が荒れるなんて
無いんじゃないかな？いや、やっぱりクライアント
（施主）が問題なのかな？
・良くないものを規制するという方向は限界がある
のかもしれませんね。出来れば良いものを助けると
いう方向の方が良いのでは？
・規制をどんなに厳しく設けても，抜け穴は必ず探
し出されます。だったら，規制にエネルギーを注ぐ
よりも，良いものを褒め称え，それがトレンディー
になるように進めた方が良いと思います。特に，景
観は，個々人の美意識が絡む問題であり，個性とい
う価値観を大切にするためにも，過度な一律の規制
は避けるべきです。
・やっぱり、景観ガイドラインって規制なんでしょ
うか。「みんなの目標」って掲げるのは、ガイドラ
インじゃないんでしょうね。

　　　　　　　　　　　（報告 :  鉄　矢　悦　朗）

景観プロジェクト／景観アンケートを実施
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　神奈川県立かながわ女性センター参画推進部人材開発課からの依頼で、女性
のエンパワーメントを目指すセミナー に、まち会から3名の会員を講師として
派遣する予定です。まち会のホームページでまち会の活動内容を見ての依頼です。
「まち会が実践してきたまちづくり活動をとおして行政との協働をどのように
現実化するかについて」という内容についてお話することになっています。講
座の最終日、2月22日（土）の午後の予定ですが、時間場所など詳細がはっきり
したらまち会のホームページでお知らせします。　　　　　（発信：大久保）

〈編集後記〉
昨年夏、夫と旅したドイ
ツの緑と町の美しさに
感動。先人の気持ちを
今もこの地の人びとが
受け継いでいるからだ
ろう。窓辺の花、うまい
コーヒー。私もこんな
町にすみたい。「市民力」
「地域通貨」で調布のま
ちも元気にしたいです
ね（江刺益子）。

 ●第１回うたごえサロン●

●セミナー講師派遣依頼がありました●

■第36回／１月２７日（月）　中本正勝さん
　　　田舎と都会のふたまた生活とインターネット（ＩＴ）
■第37回／２月２４日（月）松浦幸子さん
　　　心やむ人たちとこの町で暮らしたい
　　　　　　～不思議なレストランの実践から～
■第38回／３月２４日（月）吉崎英輔さん
　　　海外旅行談義（その２）
■第39回／４月２８日（月）佐山綱一さん
　　　日常生活と運動・スポーツ
■第40回／５月２６日（月）若林　茂さん
　　　元ＮＨＫ報道カメラマンよもやま話
■第41回／６月３０日（月）松月謙吉さん
　　　鉄道立体交差
■第42回／７月２８日（月）横山譲二さん：
　　　山ごもりと野の花

相互塾　今後の予定

～音楽と映画への語らい～
午後のティーサロン午後のティーサロン
第3回

へのお誘い

【後援：調布エフエム放送】

●日　時／平成15年１月１８日（土）
　　　　　14:00～16:30　
●場　所／しゃろ～む（国領駅より徒歩1分）
　　　　　　国領町3-10-14　
　　　　　TEL&FAX：0424-90-3773　

●茶菓代／500円　　
●定　員／40人（申込順）
●申込先／TEL 83-9993（森下）

古きよき時代のアメリカン・ポップスを
聞きながら語り合いませんか。
誘い合せてお立ち寄りください。

～フランク・シナトラ～
「世紀のエンターティナー」

（今後の予定）同じ時間・会場です。
第４回：４月２０日（日）「イングリッド・バーグマン」
第５回：７月１３日（日）「アルフレッド・ヒッチコック」

「相互塾」と「午後のティーサロン」の一環として、 

「うたごえサロン」の発足が決まりました。 「うた

ごえサロン」は、１９６０年～７０年に「うたごえ

喫茶」として広がったことを、ご存知の方は多い

と思います。 出席者全員で、アコーディオンの

伴奏に合わせて、合唱する集まりです。 第１回

をしゃろ～む（国領） にて開きます。周りの方に

声を掛けて、多くの方の参加を お願いします。

●日時／２月２１日（金）
　　　　　 午後２時～４時
●場所／しゃろ～む（国領）

事務局だより事務局だより


